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寺島　信恵
1867 〜 1918

当法人創設者。「人のために生きる」
ことを誓い、看護学校で学び、日本人
で初めて養老院を開設した。
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日本人で初めて養老院を開設した「寺島信恵」

　社会福祉法人「神戸老人ホーム」は現在、神戸市東灘区において、入所
施設として養護老人ホーム「住吉苑」、特別養護老人ホーム「光明苑」「友
愛苑」「かもこの風」、ケアハウス「ゆうあい」、在宅サービスとして「デイ
サービス・居宅介護支援センター・あんしんすこやかセンター・訪問介護・
定期巡回サービス」を運営する地域に根差した社会福祉法人です。

　明治32年（1899年）に「友愛養老院」としてクリスチャンであり、看護婦
である「寺島信恵」によって、孤老のお年寄りをお世話したことから日本人
が設立した最初の養老院として、今日の神戸老人ホームに至るまで120年に
及ぶ歴史が始まりました。
　神戸市生田区（現在の中央区）下山手通四丁目の小さな借家での事業開始
でありました。

生い立ち

　寺島信恵は慶応３年（1867年）４月12日に伊予の国、喜多郡大洲町（愛媛
県松山市から約12キロ離れた田舎）に生まれた。２歳の時に母、忠が離婚
し、大洲藩士「寺島宣保」と再婚したため、信恵は忠の妹である「永橋孝
の」の養女となり、叔母のもとで１歳年下の娘と暮らすこととなる。その義
妹と自らの生い立ちを比較し、寂しい思いをして、家族に心を開かなかった
少女時代、親切にしてくれたのが近所の人々だった。遊びに夢中で昼食に遅
れて食べさせてもらえないと、もちを焼いてくれ、義妹とけんかをして外に
出されたときには、一緒に義母に謝ってくれた。
　信恵は後年、「恩人なる方々はある種々の事情のため零落されまして実に
お気の毒な有様になられ、小供心にどうかご恩報じをと思いましたが思うに

まかせずお助け申すことが出来ませんでした。その後も逝きたまいし恩人の
ことを思い出します毎に私は何かまだ為し終へぬ大なる義務がある様に感じ
られまして気が済みませんでした」と述懐している。
　　
　信恵は18歳になった明治18年（1885年）に寺島宣保の末弟である徳弥と結
婚する。母の忠と義父との間に子供が出来なかったため、寺島姓を継がせる
ためのものであったようだ。（翌19年に信恵は長女の君枝を出産する。成長
した君枝は近藤義太郎と結婚し、近藤姓となったが、７人の子を授かり、次
男 保が寺島姓を継いでくれた。）
　その後、公務員であった夫の徳弥と共に明治21年（1888年）に愛媛県の宇
和島に転居する。当時の宇和島はキリスト教の伝道が盛んに行なわれてお
り、信恵もキリスト教の信徒と接する機会や宣教師の話を聞く機会が多くあ
り、弁護士にてメソジストの信者である方からジョージ・ミューラーの「全
き潔め」という本を与えられ、いままで心の奥底にわだかまっていた生い立
ちや複雑な家庭環境も、すべて神の摂理であることを悟り、明治24年（1891
年）９月、24歳でW・A・ウィルソン氏より洗礼を受け、メソジスト教徒と
しての人生を歩み始めた。

　入信の喜びを信恵は次のように書きとめている。
　「私の心中、一種云う可らざる歓喜に満たされまして、かつて経験せぬ喜
ばしき感想に打たれたのでした。即ち神の限りなき愛が私の貧しき飢たる心
を悟されました時、何とも云えぬ希望と歓喜が心に泉の如く湧いてまいりま
した。」
　

老人福祉への道

　これからは自分の一生を人の為に捧げよう、寄辺なき孤児を助けよう、彼
女はそう決心した。はじめ彼女は医者になろうと思ったが女だてらにとい
う親類縁者の反対にあい、不本意ながら断念した。丁度そのころ、宇和島
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に来た宣教師のデビス氏からY・
M・金という女性宣教師を紹介さ
れた。彼女に同志社病院・京都看
病婦学校へ入学することを勧めら
れ、学費も負担してくれるとい
う。夫徳弥は妻の入信そのものに
賛成でなく、まして異郷へ送るこ
とには反対だった。しかし信恵の
決意は揺るがず、尋常小学校１年
生の娘、君枝を母の忠に預け、徳
弥を宇和島に残し25歳の信恵は一
人京都に向かった。しかし、その
後、夫徳弥が明治28年（1895年）にデビス氏より洗礼を受けており、そのこ
とがどれほど信恵にとって慰めとなったかは十分に想像されるところである。
　２年間の就学期間を終えて、明治27年（1894年）に第７回生９名の一人と
して卒業後、派出看護婦として京都・大阪にかけて懸命に働いた。このころ
社会の情勢を見て、信恵の心の中で救済の対象が孤児から老者へと移ったこ
とがうかがえる。

明治36年６月に寺島信恵が発刊した「神戸養老院」設立の趣旨より

　「孤児は永き未来を有するが故に社会の同情に値し、老者は近き未来も有
せざるが故に社会的同情を獲るに値せざるならん」

 　「我養老事業は孤児よりも一層惨憺たる生涯を経過し来たって、しかも前
途一点の光明なき悲哀の極に陥りたる孤老の為に厚き同情を表する事業なれ
ば（中略）江湖の志士仁人幸に同情賛助を惜しみ玉ふ勿れ」

　また、同誌の神戸養老院創立の由来の中で
「保護者なき老者のために尽くすことこそ我が天職にはあらぬかと考え込む

京都看病婦学校７回生　明治25年（1892年）　
前列右から２人目が寺島信恵。その右隣はNHK大
河ドラマ「八重の桜」で有名になった新島八重。
後列右から3人目タルカット先生

ようになりました、（中略）明治27年に大阪に居りました節、決心して養老
院を創設することを心に誓い神にも祈りました」と記している。

　幼少期にお世話になった方々に出来なかったことを恵まれない老者に救い
の手を差しのべることによって信恵は恩返しをしようと考えたのであろう。

娘、母、そして叔母たちと

　その後、信恵は神戸で派出看護婦として働き、明治29年（1896年）に助産
婦の資格も取得する。派出看護婦としては主に宣教師や西洋人富裕層の家庭
を訪問していた。西洋人家庭を訪問する中で、多くの西欧の生活様式や習慣
を学び、視野が広められてくると、娘の君枝には近代的教養を身につけさせ
たいと考え、京都看病婦学校で学んだイライザ・タルカット先生が創立した
「神戸女学院」に入学させている。君枝は明治38年３月に神戸女学院普通科
を第22回生として卒業する。このときの同級生に、後に「神戸養老院」の院
長となる渡辺鶴代がいた。
　君枝は尋常小学校を卒業すると、明治33年（1900年）に祖母の忠と共に神
戸で母の信恵と一緒に暮らすようになった。忠の妹で信恵の義母であった孝
のも、実娘のもとでなく、信恵のもとに身を寄せ、もう一人の叔母の貞も手
伝いに来てくれた。信恵の幼少のころにその心を悩ませた人たちが、彼女の
働きを理解し、力を貸してくれた。信恵にとってどれ程、心強く、嬉しいこ
とであったか想像に難くない。

友愛派出看護婦会設立

　明治30年（1897年）に神戸市生田区（現中央区）下山手通４丁目に家屋を
借りて同窓の友といっしょに「友愛派出看護婦会」を設立し、推されて会長
となった。
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　そのころ、居留地返還が決まり、
神戸の外国人は山手北野町を中心に
洋館を造っていた。看護婦会は地の
利もよかった。近くに神戸教会、東
に神戸栄光教会があり、山手道路が
東西に延びていた。北西の諏訪山の
ふもとに神戸女学院、アメリカ伝道
団があった。
　洗礼を受けたおりには孤児救済事
業を考えていたようであるがこの時、神戸にはすでに明治26年（1893年）に
神戸市生田区中山手通７丁目において「神戸孤児院」が設立されており、バ
ブテスト派の牧師である吉川 亀（ひさし）が院長をしていた。この吉川 亀
は信恵の養老事業に以後、常にかかわりを持つ人物である。

友愛養老院開設

　看護婦会メンバーが派出先の家々で賛助会員を募り、資金を調達し、「友
愛派出看護婦会」の真向かいの小さな借家で明治32年（1899年）１月、「友
愛養老院」は日本人が開設した、わが国初の老人ホームとして産声を上げ
た。
　設立当初の「友愛養老院」の入院者は信恵自身の記載では３人とされてい
る。
自分の家族が増えるというごく自然な形で明治35年（1902年）には５人と
なっている。
　明治36年（1903年）１月に評議員会が設置され、名称の変更が決議され、
「神戸養老院」となる。さらに翌明治37年11月の決議で女性ばかりでなく、
男性も収容することが決まった。明治37年11月に信恵によって書かれた神戸
養老院創立の由来の最後に「近年は余程社会の慈善心も進歩いたしまして、
次第に養老院の必要を認める様になりました。それで是まで色々御尽力くだ

寺島信恵（後列右から３人目）

されました賛助者の御協賛を得まして昨36年３月より「神戸養老院」と改名
致しまして此の事業の拡張を計る事となり、一には神の栄を輝かし、二には
社会のしることとなりました。何卒私の微意を御察し被下て此上ながら本院
のため又世の頼る辺なき哀な老者のために慈悲に富める兄弟姉妹の厚き御助
勢を願いたいと存じます」と改名の趣旨が記載されている。
　「神戸養老院」の支援者は多くがプロテスタント各派の牧師や信者であっ
た。信恵自身がメソジスト派に入信後、組合派の同志社病院・京都看病婦学
校に学んだ関係もあったろうが、当時のプロテスタントには、教派を超えた
連携があり、福祉や教育、医療事業を推進していたようである。評議員10人
のうち、原田助は当時「神戸教会」の組合派牧師で後に同志社大学の総長に
なった人物。前述の吉川亀は二代目の神戸養老院長となる。賛助会員189人
のなかには、神戸女学院の創立者イライザ・タルカット、孤児養育施設博愛
社や日本キリスト教婦人矯風会の中心人物・林歌子らそうそうたる顔ぶれが
名を連ねている。「神戸養老院第三回拡張趣意書」によると、施設の第２回
目の拡張を行ったのは明治36年（1903年）のようである。その中で創業以
来、本院を出入りして扶助を受けし老人の数40名、内５名は引取者ありて退
院し、25名は既に永眠し、現在員10名を有せり。当初、賛助員の定期寄付及

神戸養老院第三回拡張趣意書
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び篤志者の臨時寄付を仰ぎて、財源とする計画であったようだが、毎月の定
期収入は13円に過ぎず、僅かに通常経費少部分を補ふのみという苦しい状況
がうかがえる。そんな中で第３回の拡張計画を立てる力が湧いてくるという
のはやはりキリスト教主義による信念と勇気の賜物なのであろうか。
　この趣意書とほぼ同じ内容の「KOBE HOME FOR THE AGED」という
英文の文書が残っている。この文書は教会関係の欧米人への寄付依頼のため
に作成されたものと考えられる。

老人たちへの信恵の思い

　信恵が「神戸養老院」でどのように老人たちの処遇をしていたのか内容を
伝える本人の記録は見当たらない。「入院者の心得」や「神戸養老院々則」
を定め、看護婦としての知識を結集させ、規則的な生活で先進的な運営をし
ていたと思われる。
　神戸の社会事業家で名高い賀川豊彦との親交は厚く、氏の残した文書から

入院者の心得

寺島信恵の思いや姿勢が偲ばれる。

　賀川豊彦のベストセラーとなった小説「死線を越えて―太陽を射るもの
（中巻）」の中に、信恵をモデルにした[富島のぶえ] なる女性を登場させ、そ
の懸命な仕事ぶりを自身がモデルの主人公・栄一の目を通して描いている。

　「富島さんは信仰の厚い婦人であるから、栄一は富島さんに色々と教えら
れた。責任を重んじて、栄一の世話した老人が死亡するといつでも知らせて
くれた。ある時、栄一の世話した老人が富島さんが有馬の修養会に行ってい
る留守で死んだ。栄一は報せを受けて飛んで行ったが、有馬で電報を受けた
富島さんもすぐ飛んで帰った。しかし富島さんの着くのが遅いので、お葬式
は栄一が司式で済ませて、棺は門口まで出た。そこへ富島さんは車で駆け付
けた。そして我が母の棺にすがるようにして、棺の側に跪いて祈った。その
荘厳なる姿に栄一はポロリと涙を落した。そして養老事業の如きは富島さん
のような人でなければできないと、つくづく考えたことであった。」

　さらに賀川豊彦全集第七巻「看護婦崇拝論」の中で

　「私が看護婦を尊敬したのは、全く寺島信恵女史を知ってから後のことで
ある。私は貧民窟に住んでいた関係上、毎年数人の老人を寺島女史の養老院
に送ったが、私はその養老院ほど美しい救済事業をかつて見たことがなかっ
た。そこに送らるゝ老人は大部分病人であったが、経営者と経営者の団体が
看護婦の群である為に、如何なる老人といえども決しておろそかには取り扱
われなかった。凡ての老人は、自分の親の如くに取扱われた。私はこの高貴
なる精神の持ち主である寺島信恵女史を通して、初めて看護婦精神の神髄に
ふれたのである。（中略）彼女は多くの労苦の後、世を去ったが、彼女の精
神は、永久に神戸養老院の事業のうちに残って居る。」

　賀川は信恵より21歳も年下であったから、母親のような、親しみをこめて
接していたのかもしれない。二十代の彼が、信仰の厚い信恵の言動から、教
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えられることも色々あったようだ。信恵はしばしば、賀川豊彦のところを訪
ねていたようで「母の帰りが遅いときは、必ずといっていいほど、新川の賀
川さんのところへ寄って、話し込んでいました」と君枝は話している。

早すぎた晩年

　実務面では、従業員を雇う余裕がなかった経済的事情もあろうが、気心の
知れた肉親の協力は何より心強かったであろうことは前述した。宇和島で別
れたきりだった夫徳弥との関係も、信仰が長い別居生活の壁を取り去り、徳
弥が49歳で亡くなるときには、君枝と共に最期を看取っている。
　入院者が高齢で、病人も多い養老院の特性から、借家での経営には限界が
あった。役員らに諮り、念願の施設新築計画に着手した。「神戸養老院第三
回拡張趣意書」を作成し、計画の具体化に取り掛かろうとした矢先、信恵は
倒れてしまう。大正６年（1917年）12月に腸閉塞の手術を受けたが、すっか
り疲れ果てていた彼女の肉体は、すでに回復する力さえ失っていた。全ては
神の栄光のためにあると信じ、死ぬときは神のもとに召される時だと、死を
恐れてはいなかった。

　辞世に曰く「主の召を待ちつゝ 体の楽しさよ 心にかゝる雲霧もなく」

　大正７年（1918年）５月17日、老人福祉に生涯を尽くした一女性は、自ら
老境というべき年齢に達することもなく、51歳の生涯を閉じたのである。神
戸栄光教会での葬儀は、賀川豊彦が司式をつとめた。彼女を偲ぶ弔問者であ
ふれ、県・市・福祉・報道関係者も含め、冥福を祈る人たちの行列はいつま
でも続いたという。

神戸養老院　信恵の没後大正９年（1920年）に神戸市兵庫
区都由乃町へ移転。入院者を定員25名に増員

神戸養老院　年代不明
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これからの神戸老人ホーム

　寺島信恵が始め、渡辺鶴代が引き継いだ慈善・養老事業、渡辺敏子が福祉
事業まで発展させ、そして現在の介護保険事業と120年にわたり連綿と受け
継がれた神戸老人ホームの伝統を想い、私たち社会福祉法人神戸老人ホーム
の役員並びに職員一同は創始者の友愛精神に基づいた情熱と信念を引き継
ぎ、これからも歴史を積み重ねていく使命があることを心に刻んでまいりま
す。介護保険事業はもとより「神戸のために・地域のために」困った方に手
を差し伸べることを実践して地域のオンリーワンを目指します。
　120周年を迎え、法人理念を改めて、こころ新たに未来に向かって邁進し
てまいります。

社会福祉法人　神戸老人ホーム　法人理念

友愛の心をもって　豊かな福祉を創造し、地域に貢献します
友愛の心をもって　尊厳を守り、その人らしい暮らしを支援します
友愛の心をもって　研鑽を積み、ともに幸せを追求します

現在の社会福祉法人神戸老人ホームは、５施設と
在宅サービスを合わせて13事業を展開。創始者の
情熱と信念を受け継ぎ歴史を積み重ねてゆく。


